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研究成果の概要（和文）：義歯装着者の咀嚼機能を定量化することは，義歯補綴の術前の検査及び術後の経過を
評価する際に重要である．当講座では診療において咀嚼能力を測定する際に，直接的検査法の１つである摂取可
能な食品から義歯装着者の咀嚼機能を総合的に評価する佐藤らの咀嚼機能評価表1)（咀嚼スコア20）を用いた調
査を行ってきた．しかし，この方法は食品の項目が多く，記入に時間を要するため，更なる改良が必要であると
考えた．
本研究は食品を10種類に厳選した咀嚼機能評価表（咀嚼スコア10）を開発し，その有用性を検討することを目的
とした．この研究により咀嚼スコア10の有用性が示された。

研究成果の概要（英文）：Quantifying the masticatory function of denture wearers is important for 
preoperative examination of denture prostheses and evaluation of postoperative course. When 
measuring masticatory ability in medical care, we have conducted a survey using Sato et al.'s 
chewing function evaluation table 1) (chewing score 20) which comprehensively evaluates the 
masticatory function of denture wearers from ingestible foods, which is one of the direct test 
methods. However, since there are many items of food and it takes time to fill in this method, it is
 considered that further improvement is necessary.
The purpose of this study was to develop a masticatory function evaluation table (chewing score 10) 
carefully selected for 10 types of foods, and to study its usefulness.
This study showed the usefulness of chewing score 10.

研究分野：高齢者歯科学

キーワード： 高齢者　口腔機能低下　咀嚼機能検査　直接的検査法
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者の増加と共に、オーラルフレイルや口腔機能低下症の増加が問題となっている。咀嚼機能は口腔機能のも
っとも大きな因子で有り、明確な診断基準の策定が望まれる。
　咀嚼機能検査（グミゼリー、顎運動）が保険導入されたが、十分に普及しているとは言えない。日本老年歯科
医学会では、口腔機能低下症に関するポジションペーパーを発表し、咀嚼機能については、グミゼリーを用いた
検査を提言した。ただし、機器がない場合には、残存歯数を代替検査法とした。しかしながら、単に残存歯数で
咀嚼機能を評価することは、咀嚼機能評価としての妥当性に大きな疑問があり、質問紙を用いた咀嚼機能の標準
化が必要であると考えた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
高齢者の増加と共に、オーラルフレイルや口腔機能低下症の増加が問題となっている。咀嚼機
能は口腔機能のもっとも大きな因子で有り、明確な診断基準の策定が望まれる。 
 2016年 4月より、咀嚼機能検査（グミゼリー、顎運動）が保険導入されたが、十分に普及し
ているとは言えない。日本老年歯科医学会では、口腔機能低下症に関するポジションペーパーを
発表し、咀嚼機能については、グミゼリーを用いた検査を提言した。ただし、機器がない場合に
は、残存歯数を代替検査法とした。しかしながら、単に残存歯数で咀嚼機能を評価することは、
咀嚼機能評価としての妥当性に大きな疑問があることから、質問紙を用いた咀嚼機能の標準化
が必要であると考えた。。 
 
２．研究の目的 
高齢期の口腔機能を維持することは健康寿命を延長させるためにも重要である。近年、口腔機
能低下症の患者の増加が問題となり、日本老年歯科医学会では、口腔機能低下症に関するポジシ
ョンペーパーを発表し、咀嚼機能については、グミゼリーを用いた検査（グルコセンサーGS-Ⅱ ）
を提言した。 
ただし、機器がない場合には、残存歯数を代替検査法とした。しかしながら，単に残存歯数で
咀嚼機能を評価することは、咀嚼機能評価としての妥当性に大きな疑問がある。また、いくつも
の主観的咀嚼機能検査法が乱立し、その結果の相互比較が困難であり、十分に普及しているとは
言えない。 
そこで、機器などを用いずに行うことができる【質問紙法を用いた各種咀嚼機能評価法の標準
化の検討】食品を 10種類に厳選した咀嚼機能評価表（咀嚼スコア 10）を開発し，その有用性を
検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 平成 30年度:5種類の主観的咀嚼機能評価法によるデータ収集 
・対象者：同意が得られた本学歯科病院高齢者歯科受診者 100 名 
・調査時期：口腔環境に変化が少ない 2～４週間間隔の 2回 
      （義歯装着前後、大幅な調整前後では、再現性の検討ができないため） 
・調査項目： 
 一般的事項（年齢、性別、歯式、義歯の状態など） 
 5 種類の主観的咀嚼機能評価法（被験者による各評価法に対する感想も含む） 
 客観的咀嚼機能検査（グミゼリー法） 
 主観的咀嚼満足度（2段階、3段階、4段階、5段階、VAS の 5種類） 
 
【妥当性】 
・客観的咀嚼機能評価法との比較 
・咀嚼に関する満足との比較 
・回答困難な食品の割合 
【信頼性】 
・再現性 
【簡便さ】 
・検査・分析に必要な時間 
・被検者による感想 
 
平成 31年度以降：分析と治療後データの収集 
・分析 
 各評価用紙について、以下の項目を分析する平成 30 年度にデータを収集した被験者のうち、
義歯治療前のデータを収集した被験者（約 50 名）について、義歯治療後に同様なデータを収集
し、治療による咀嚼機能の向上をとらえて、各主観的咀嚼機能評価法の妥当性をさらに検証した。 
 
４．研究成果 
義歯装着者の咀嚼機能を定量化することは，義歯補綴の術前の検査及び術後の経過を評価す
る際に重要である．当講座では診療において咀嚼能力を測定する際に，直接的検査法の１つであ
る摂取可能な食品から義歯装着者の咀嚼機能を総合的に評価する佐藤らの咀嚼機能評価表 1)
（咀嚼スコア 20）を用いた調査を行ってきた．しかし，この方法は食品の項目が多く，記入に
時間を要するため，更なる改良が必要であると考えた． 
本研究は食品を 10 種類に厳選した咀嚼機能評価表（咀嚼スコア 10）を開発し，その有用性を検
討することを目的とした． 
被験者は上下全部床義歯装着者 34名とした．咀嚼スコア 20に「食べたことがない」，「嫌いで



ある」の２項目を追加した．咀嚼指数で分類した５グループの中から，２種類の食品を選択した。
季節性のある食品や嫌いな人が多い食品を除外し、咀嚼スコア 10 を試作した．さらに，咀嚼ス
コア 20と咀嚼能率（グルコセンサー®），咀嚼スコア 10 との相関関係を検討した． 
咀嚼スコア 10 と咀嚼スコア 20 との間に強い正の相関が認められた（r=0.97 ，p<0.01）．ま
た，咀嚼スコア 10 は咀嚼能率（r=0.57，p<0.01）との間にも咀嚼スコア 20（r=0.62，p<0.01）
と同程度の有意な相関を認めた． 
以上より，今回試作した咀嚼スコア 10 は臨床における患者の咀嚼能率を以前よりも簡便に行
うことができる可能性が示唆された． 
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